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物実験の一つの予備実験 として利用し度いと考-て居 り. 目下その目的の馬に動物実験を進行せしめ
つ とある事を附記する｡
肺結核患者担客疾中に於 ける｢ツ｣様反鷹物質に関する研究
波 速 林 造
(試験管内で結核菌が成長する際に, ツベルク1)ン (以下 ｢ツ｣と略称)が生墓せられるのと同株に
動物体内の結核病竃に於ても ｢ツ｣が造られるであらう事は一膝考-られるO 此の-1uJ面の研究と_して
結核愚者の排薄物､ 分泌物､ 体液､組織中に於ける ｢ツ｣反艦物質の書正明に関し先人の菜蹟があるが
或は其れが認められ､或は否定 されて居る｡其の中啄疾に関して､ 芳賀和 昭 に1由5年に肺綜楓患者








の1% ｢グ1)セ1)ン｣を加-､振漁況和し､ 1童夜窒過に放置後 85.OoCl時間加熱滅菌 し､傑水を加
-使周略疾畳の 0倍量となし､里ゴヱ準過器にて鴻過 し､次に淀液を雷湯煎上で種･kなる濃度に濃縮
し､之れに1%の割合に氷酢酸を加-､1董夜皇週に放置琴遠心沈澱 したる後､適宜アルカ')を加-て










た. 邑ロち調製した堵疾淀液を稜々なる濃度 (fi,y5,54,】/8) に濃縮せるものを以て皮内反臆病竃反
膝を試みた轄典､反膝発現には1/8よりも低両濃度では其の度が小なるに綻び陰性に貴重見する傾向が演
は釘した (第1,第2表)O依って一膝濃縮度の限界を1/Sよりも高 .-1濃度に定めて実験を進めた｡何此の







反艦陽性者では全ペて陰性であるが､他の 1例に於て8例中2例 (25.0%)に陽性菟現して居るO此 れ
に対し ｢ツ｣反膝陰性者では全べて陰性である｡ 従って結核性啄疾浸液と非結核性啄疾漣液の ｢ツ｣
反膝陽性者に対する皮内反膝陽性率に明らかなる差異が認めら新しる事は否定し難い所である｡ 併し乍



























可 換 啄 疾 反 感被橡数 破 線 者 区 分 皮内反感
患 者 所 見 カ●フキ-千 洩 液濃縮度 + =土=●一一一
節 南 側 庚 汎 性 Ⅴ _ 1/8 14 ｢ツ｣反鷹(+)10 110 041例 左互大空洞肺 綜 核. )-磨 - 4
輿2､例 両 側 空 洞 性肺 縮 .核 I 1/4 ll ｢ツ｣反磨 (+)ll 4 7
節 .詩例~ 両 側 空 洞 性肺 結 鋲 Ⅶ -1/3 12 ｢ツ｣反鷹 (+) 8IT- 4 3 51 3
節4例 ･左五大空洞性肺 魔 核 I 1/2 12 ｢■ツ｣反磨(+)91-- 3 0一一 7.
欝 2義 解核性噂疾洩液の濃蘭度別に依 る病髄反感成緯
被 放 噂 痴 被槍家鬼 病 髄 反 感
患者所見 ガフキ- 洩 液濃縮度 鶴舞限 注 射 前 240ノ百 48`).宿 720ノ百 列定
節 両 側 庚 汎 性左玉大空洞肺 結 核 † 1/8 Nr3 ~息 23mm/Hg 13/y lo ≠ 9 /r +1例 健 6 36,I20!? 23 V
節 両 側 空 洞 性陣 緒 核 ､Ⅰ 1/4 Nr2 息 13mm/打g lo ≠ 12/V 10 /y2例 健 23mm/Hg 2:‡ /y 26.♂ 2:r主 !y
罪 左玉大空洞性肺 締 核 Ⅶ 1/3 Nr4 忠 23mm/Hg 23/5-23 /V 2壬‡ /y
欝 3表 1/8濃縮の帝核性及非締核性噂疾波紋l/{依る皮内反康成墳
被槍漣液の 例 数 ･反 騰被′検者数 破 枚 者 区 分 皮 . 内 反 鷹+ d=●-
節 例8 76 ｢ツ｣尿磨 (十)66例 53(80.3%) 13(19.7%)
核也 ｢ツ｣反感 (-)10例 0 10(100%)
｢ツ｣反鷹 (-) 1例 0 1(loo野)
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シユーベル トの方法 (第1表及第2表)に従って分離した蛋白体及多糖罪劃分である. 之等のものに就
いて､皮内反磨及び病竃反臆を検したのであるが､皮内反上窓は京都市内某中学考交生徒 1,100名 (陽性及
陰性者合計)と市立京都病院及本研究所に入院中の結嵐患者約 150名に於て検査した成績であり､病竜
虎臆は教皇の前川の援助によって､ 有毒性人型結核菌の前房内凄榛によって実験的前眼部結核症を惹
挺せしめた家鬼に就き､細隙燈を用仏て角膜の蘇御鏡的検査を行仏､ 併せて眼庄測定､硬膜温計測を
行って得た成績である｡
一先づ蛋自体部分は皮内反膝に於て､其の種々の量と旧 ｢ツ｣とを比較した結果 0.0004mg(1cc中0.0
04mg合有溶液の0.1cc)が2000倍旧 ｢ツ｣0.1ccと等力債であることが判った｡次に此の蛋白体を加
